
１．令和４年度重点目標 

 ⑴ 特性を活かした施設の運用 

複合型の教育施設である総合教育センターにおいて、施

設の特性を活かし、学社融合の考え方に基づく施設運用を

図る。 

 ⑵ 教育センター、少年科学館及び清水地区コミュニティ

センターの連携 

  総合教育センターを構成する教育センター、少年科学館、

清水地区コミュニティセンターの３館が円滑に事業推進

できるよう施設の管理・運営を行い、相互に連携を図るこ

とで、それぞれの機能・資質を向上させ、様々な分野の人

材が交流・協働することで、市民に様々な学習の場を提供

する。 

２．総合教育センター 

 

名 称 佐世保市総合教育センター 

所在地 佐世保市保立町１２番３１号 

    電話 76-7330 内線 7500-100～102・130～132 

沿 革 

平成２２年１０月１日に開館した複合型の施設で、教

職員の研修施設である「教育センター」、主に児童生徒の

科学教育を推進する「少年科学館」、清水地区の地域自治

及び社会教育の拠点である「清水地区コミュニティセン

ター」の３つの施設から構成される。 

 

１ 施設の内容 

鉄筋コンクリート造３階建（一部４階建）、延べ面積

4,248.01㎡、総工費約 13億 6,500万円 

 

⑴ 少年科学館施設（783.33㎡） 

プラネタリウム室、天体観測室、科学展示コーナー、 

  理科室、サイエンスホール 

 

⑵ 教育センター施設（758.88㎡）  

  教科書センター、パソコン研修室、教材開発室、 

小研修室、中研修室、相談室 

⑶ 清水地区コミュニティセンター（747.558㎡） 

  講堂、工作美術室、講座室、調理実習室、和室、図

書コーナー、事務室 

⑷ 供用スペース（1958.242㎡） 

  廊下兼ロビー、事務室、視聴覚ライブラリー等 

 

２ 視聴覚ライブラリー 

社会教育・学校教育において視聴覚手段を活用して

学習効果を高めるとともに、教育の機会を充実させる

ため、視聴覚ライブラリーの整備を図る。 

  ・教材保有状況 １６ミリフィルム １７５本 

          ビデオテープ   ３９５本 

          ＤＶＤ      １７１本 

視聴覚教材・機材の貸し出し 

  ・教材の利用状況（単位：本） 

年度 フィルム ビデオ ＤＶＤ 計 

２６ ４ ２４ １２２ １５０ 

２７ ３ ２１ １３４ １６１ 

２８ １１ １０ １０２ １２３ 

２９ ７ １３ １１２ １３２ 

３０ １０ ５ １１５ １３０ 

Ｒ元 ０ １０ ９３ １０３ 

Ｒ２ ０ ２ ５３ ５５ 

Ｒ３ ０ ０ ５２ ５２ 

 

３ 利用状況 

   施設利用者数（単位：人） 

年度 
教 育 

センター 

少 年 

科学館 
清水地区 
コミセン 

その他 計 

２６ 24,739 49,512 46,743 4,056 125,050 

２７ 19,831 49,938 42,760 3,924 116,453 

２８ 20,841 57,248 40,223 4,550 122,862 

２９ 23,912 56,094 41,304 4,453 125,763 

３０ 26,674 49,481 38,543 2,760 117,458 

Ｒ元 25,224 49,896 38,094 2,474 115,688 

Ｒ２ 20,231 16,357 17,635 985 55,208 

Ｒ３ 17,973 41,976 19,213 885 80,047 

 

７．学社融合の実践  

 



３．少年科学館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名 称 佐世保市少年科学館 

所在地 佐世保市保立町 12番 31号（総合教育センター内） 

電 話 23－1517  内線 7500-105～108 

沿 革 

少年科学館は旧児童文化館の後継施設として、平成２２

年１０月１日、総合教育センター内に開館した。 

 目 的 

体験的な活動を通じて科学に対する興味関心を高め、児

童生徒の科学教育を推進する。 

 

１ 施設の内容 

（１）プラネタリウム室 

延面積 122.25㎡ ドーム内径 8.0m、定員 67名 

デジタルプラネタリウム  

コニカミノルタプラネタリウム株式会社 

メディアグローブΣSE 

 （２）天体観測室 

面積 108.0㎡ ドーム内径 5ｍ 

主鏡 高橋製作所  20㎝屈折式望遠鏡 

 （３）その他 

    科学展示コーナー、理科室、サイエンスホール 

 

２ 事業 

（１）主に児童及び生徒を対象とした各種科学分野の教室 

の開設及び研究活動の指導奨励に関すること 

（２）プラネタリウム・天体観測室の運営に関すること 

（３）理科教育に関する資料の収集、作成及び提供に関す 

   ること 

（４）各種関係団体、機関等との連絡及びその活動の支援 

に関すること 

 

３ 令和４年度事業計画 

（１）少年科学館運営事業 

科学への興味・関心を喚起するきっかけとして「天 

文」「環境」「エネルギー」「自然科学」「下村脩氏」を 

テーマに、見て、触れて、楽しい体験ができる展示室 

の充実 

 （２）プラネタリウム・天体観測室事業 

①プラネタリウム各種番組の投映 

○学校等団体用投映 

学校向けに学年や学習に応じた内容で構成 

○学習投映 

天文に関する基礎的な内容で構成 

○一般投映 

市民の天体への興味・関心を高める内容で構成 

   ②天体観望会 

○市民を対象として主に土曜日に実施 

 

（３）科学大好き事業 

①科学大好き教室 

「夏休み子ども科学教室」「チャレンジ科学教室」 

②少年科学教室 

「楽しい実験」「天文」「楽しい電気」等８教室 

③科学イベント 

「こどもの日 GO！GO！科学教室」 

「サイエンス広場で遊ぼう」 

④下村脩ジュニア科学賞ＳＡＳＥＢＯ 

  科学的発想に基づき、発見・観察・実験・調査

などを行ってまとめた作品を募集・審査し優秀

な作品を表彰 

⑤小・中学校の学校理科支援 

  学習内容に応じた理科実験プログラムの実施 

⑥サイエンスショー 

  科学への興味・関心を高める実験ショーの実施 

⑦おもしろ工作ひろば 

  科学への興味・関心を高める科学工作の実施 

 

（４）理科学習支援事業 

    市内小学校４年生を対象とした少年科学館理科

学習の実施 

①プラネタリウムでの季節の星座や星の明るさ、 

動き等についての天文学習 

②天体観測室での月や太陽の観察 

③サイエンスホールでのサイエンスショー体験 

④展示室での理科学習 

 

（５）その他 

①３館連携事業 

（教育センター・清水地区コミュニティセンター） 

②学社融合事業 

 

４ 少年科学館事業参加者数 

平成２９年度 ６２，３２６人 

平成３０年度 ５８，３５４人 

令和 元年度 ５３，２１４人 

令和 ２年度 ２６，６４０人 

令和 ３年度 ４３，６２６人 
 

 


